
令和６～14年度の本市の方向性を示す第六次総合計画の構想
がスタートしました。今回は、第五次総合計画の成果と課題、第
六次総合計画の策定方針をご紹介します。
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ま
ち
づ
く
り
の
目
標
・
方
向
性
と
な
る

「
総
合
計
画
」

　

総
合
計
画
と
は
、中・長
期
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
目
標
や
方
向
性
を
示
し
た
、市
政

運
営
の
最
も
基
盤
と
な
る
計
画
で
す
。

　
今
後
の
10
年
程
度
で
、市
民
と
と
も
に
目

指
す
目
標「
都
市
像
」や
、そ
の
実
現
に
向

け
て「
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
分
野
」と

そ
の
方
向
性
が
定
め
ら
れ
、財
政
運
営
や
事

業
の
計
画
・
執
行
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
の
自
己
像
「
田
園
都
市
」

　

本
市
は
、美
し
い
自
然
と
伝
統
あ
る
文
化

に
恵
ま
れ
た「
田
園
都
市
」を
掲
げ
、昭
和

56
年
に
は
市
民
憲
章
に
も
定
め
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、現
在
推
進
し
て

い
る
第
五
次
総
合
計
画
に
お
い
て
も
、目
指

す
都
市
像
と
し
て「
確
か
な
暮
ら
し　

未

来
に
つ
な
ぐ
田
園
都
市
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。

市
の
強
み
で
あ
る「
暮
ら
し
や
す
さ
」「
豊
か

な
自
然
と
農
村
風
土
」「
知
識
と
情
報
の
高

度
な
活
用
」「
大
都
市・近
隣
都
市
と
の
交

通
利
便
性
」を
生
か
し
て
、将
来
に
わ
た
っ

て
選
ば
れ
る
ま
ち（
田
園
都
市
）を
目
指
し

て
き
て
い
ま
す
。

現
在
の
塩
尻
市
の
状
況

　
現
在
本
市
で
は
、都
市
像
を
実
現
し
、そ

し
て
30
年
後
も
選
ば
れ
る
地
域
を
つ
く
る

た
め
、3
つ
の
基
本
戦
略「
子
育
て
世
代
に

選
ば
れ
る
地
域
の
創
造
」「
住
み
よ
い
持
続

可
能
な
地
域
の
創
造
」「
シ
ニ
ア
が
生
き
生

き
と
活
躍
で
き
る
地
域
の
創
造
」を
定
め
て

市
政
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
全
体
と
し
て
、高
齢
化
や
少
子
化

が
進
行
す
る
中
、本
市
で
は
地
域
の
持
続
性

に
大
き
く
影
響
す
る
総
人
口
は
令
和
２
年

は
平
成
27
年
に
比
べて
わ
ず
か
に
増
加
す
る

な
ど
、国
立
社
会
保
障・人
口
問
題
研
究
所

に
よ
る
推
計
を
上
回
り
、人
口
規
模
を
維

まちの未来を考える
―第六次総合計画の構想が始まります―

図１　本市の実人口、将来展望人口
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持
し
て
い
ま
す
。（
図
１
参
照
）

　
ま
た
、住
民一人
当
た
り
の
個
人
給
与
所

得
は
、長
野
県
の
平
均
や
県
内
他
市
と
比
べ

て
高
い
水
準
で
あ
り
、市
全
体
と
し
て
は
確

か
な
暮
ら
し
が
営
ま
れ
る
大
き
な
土
台
と

な
って
い
ま
す
。（
図
２
参
照
）

「
住
む
に
は
満
足
」
と
い
う
市
民
が

多
い
一
方
、
課
題
も

　

本
市
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
市
民
意
識

調
査
に
お
い
て
も
、「
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
で

あ
る
」と
い
う
評
価
を
多
く
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。特
に
、「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
で
あ

る
と
思
う
市
民
の
割
合
」や
、「
塩
尻
市
で

の
暮
ら
し
に
満
足
し
て
い
る
市
民
の
割
合
」

は
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
図
３
参
照
）

　

順
調
に
ま
ち
が
運
営
さ
れ
て
い
る一
方
、
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（万円）
図２　県内19市の住民一人当たりの個人給与所得

（平成25年の上位５市+県平均）

年少人口（０～14歳）

生産年齢人口
（15～64歳）

老齢人口
（65歳以上）

２4５ ２44
２17 ２14 ２1２ ２０7

８,３６０（R２）

↑
19,1５５（R２）

↓
↑

３9,1５4
（R２）

↓
▶２7,99８

▶２０,６4６

▶7,9２５

※R２年総人口は、老齢人口・生産年齢人口・年少人口のほかに、
年齢不詳分が含まれます。

R２年総人口
 67,241人※ R３２年推計人口

56,569人
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課
題
も
あ
り
ま
す
。市
民
意
識
調
査
で
は
、

「
塩
尻
市
を
他
地
域
に
誇
れ
る
と
感
じ
る

市
民
の
割
合
」は
、半
分
ほ
ど
に
と
ど
ま
って

い
ま
す（
図
３
参
照
）。こ
の
ほ
か
に
も
、今

後
進
行
す
る
少
子
化
へ
の
懸
念
や
、若
い
世

代
に
と
って
働
く
場
や
魅
力
が
よ
り
必
要
で

あ
る
と
い
う
意
見
、高
齢
化
で
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
福
祉
の
維
持
が
不
安
で
あ
る
と

いっ
た
意
見
も
あ
り
ま
す
。

第
六
次
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て
　

検
討
を
開
始

　
本
市
で
は
、大
き
な
社
会
変
化
を
見
据

え
な
が
ら
持
続
可
能
な
塩
尻
市
を
実
現
す

第六次総合計画の策定方針
　取り巻く環境・社会構造は大きく変化し、今後それ
らは一層大きく、速く厳しくなっていきます。そのよ
うな中で、本市では、限られた地域の経営資源などを
有効活用して、持続可能であり、本市に関わる多様な
関係者が誇りと愛着を持つ塩尻市をつくっていく必要
があります。

第六次総合計画タウンミーティング（市民説明会）
■期日　７月 23日㈯・31日㈰
■時間　午後７時～８時
■場所　○２３日㈯　えんぱーく３階多目的ホール
　　　　○３1日㈰　えんてらす１階101会議室
　　　　※両日とも内容は同じです。
■内容　○総合計画について
　　　　○第六次総合計画策定に向けた市民アンケートの結果概要の報告
※同時手話通訳もあります。

策定にあたっての視点・考え方

▶未来への投資を示す計画に
市の目指す姿や課題を示し、行政の経営資源などを
「何に」優先的に投入して「いかに」取り組むかを
明確にした“未来への投資を示す”計画にします。
計画期間を通して継続的に取り組む長期的投資か、
数年間のうちに成果につなげる中期的投資かを明確
化し、「ありたい姿」と現状との差（ギャップ）を課題と
いう形で示します。

▶全体で９年間として３年ごとに見直す計画に
第五次総合計画を継承し、社会変化のスピードに対
応できる計画にします。

る
た
め
、未
来
へ
の
投
資
を
示
す
こ
と
な
ど

を
含
む
策
定
方
針
の
下
、今
年
度
か
ら
第

六
次
総
合
計
画
の
策
定
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

第
六
次
総
合
計
画
は
、総
合
計
画
審
議

会
に
お
け
る
議
論
に
加
え
、市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
や
、タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
よ
り
、

地
域
の
多
様
な
関
係
者
の
意
見
を
反
映
し

な
が
ら
、令
和
４・５
年
度
の
２
年
間
で
計

画
の
策
定
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　
今
後
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交
換
の
場
を
つ

く
って
い
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
参
加
い
た
だ
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。
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 塩尻市での暮らしに満足している市民の割合
 「子育てしやすいまち」であると思う

　市民の割合
 塩尻市を他地域に誇れると感じる市民の割合

58.1 56.5 56.6
55.0 53.8

61.4 61.7

65.7

59.1

65.6 66.6 67.3 68.3

73.2

▶第六次総合計画についての詳細は、市ホー
ムページ（ URLhttps://www.city.shiojiri.lg.jp/
soshiki/7/21891.html）でも順次更新しています。

会場からZoomで同時配信！
■ミーティング ID　８9８ 71５３ ８7８7
■パスコード　7２６６91
URL https://us０２web.zoom.us/
j/８9８71５３８7８7?pwd=aTB1MVM５S
EFoSjk２RVByTVF６MlUzQT０9

図３　平成27年～令和３年市民意識調査の推移
　「塩尻市での暮らしに満足している市民の割合」「『子育
てしやすいまち』であると思う市民の割合」は、第五次総
合計画がスタートした平成27年と比較すると、着実に上昇
しています。一方で、「塩尻市を他地域に誇れると感じる
市民の割合」は50％程度にとどまっており、今後に向けた
さまざまな課題も出ています。
　こうしたまちの現状や、市政運営に携
わる市職員が感じている課題を、「『10年後
の塩尻市』のあり方を考えるための資料集」
として市ホームページに掲載しています。
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